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交渉での会社回答 
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過去最高益に匹敵する好業績を見越して「生活設計を立てやすく…」

などと詭弁を弄して夏季手当２.７ヶ月を決定、ステークホルダーたる

社員を買い叩く経営姿勢を許すことはできません。 

輸送サービス労組に結集し、声を上げ会社姿勢を糺しましょう! 

 

r １月の上方修正で株主配当を 70 円へ、また２０２３年度決算の状

況から更に 85 円に上げた。なぜ、社員への還元を行わないのか。 

r 2.7 ヵ月分は、賃金と夏季手当を同時検討した第三四半期決算の業

績反映であり、一方で、売上人件費率は「過去最低」私たちの生産

性が上がっている。社員に対する還元が低いという証左だ。 

 考えを否定するつもりはないし、受け止める。株主増配をしたから夏季手当補給をするという考えはな

い。社員への還元はしっかりやっているつもりだ。 

 好決算を出したことは紛れもなく社員の努力である。３月８日に示した夏季手当 2.7 ヵ月分は、好決算

を生み出したうえでも妥当な数字だと考えている。 

 物価上昇により社員生活に影響がでていることは認識しているが会社としても影響を受けている。年度

末決算の状況からみても処遇改善の実施を行いながら、社会状況も念頭におきながら考慮して判断した。 

 生活設計が立てられるために賃金と夏季手当を同時議論してきた。総額人件費の低下は理解している。

重要視しているのは、賃金がいくら手元にくるかであり、平均基準内賃金が下がる状況は良くない。平

均１万円を超えるベアを上げたことは会社として踏み込んだ判断をした。 

 社員を大切にすることは認識一致している。人件費を低く抑えたいという考えはない。働きがいの向上

を図りながら、直近の業績、中長期的な見通しの判断をしてこの水準になった。 

 


